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　生薬の 容積が合成藥品に比 して あまりに も大で ある こ とは使用上の 缺點で あろう．．
然 しそれが

爲に 生藥自髑の効果迄劣等靦する こ とは不合理 で ある． 宜し く製鋼技術の改良に よ つ て ＃缺黜を

補ふ べ きで あ6i 叉將來は 或生藥は 有效成分を綜合的 tc抽出した 製間又 は單一な有効成分に轉身

す るか も知れなV ・が ， それ は先の こ とである，
．

將來の 轉身 を見越 して 今の 生藥 を輕ん するは愚で

ある． 若干の 化學製品の顯著な効果に眩惑 して ， 生藥を過少評價する誤ぱ訂正 さるべ きで ある．

然し生藥に も善悪上下が ある．其晶質の 向上 は生薬學者め負擔する責任で あ る． 其爲に は品種の

改良 もや らねばな らず ， 生産増 強の 爲には栽培法の 研寃もや らねばな らない ． 今後の 日本の 隼藥

界は釜 々 多端で あ る．

　今や關西生薬界 の 人 士が此重要性を認識 しヤ， 生藥學會を設立 した こ とは ， 時宣に適 した壯擧

で ある． 希 くば ， 會員諸君 は本誌上に其蘊蓄を傾け， 國民 の 輻砒 に貢献 されん事 を切に 所る次 第
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　醫藥費源 と して 生藥の 重要性最も大なる今 臥 我 等同人の 雜誌 「生藥」が生れ幽で た こ とは 偶然

で ない ．我國に於 る從來の生藥學の 傾向は獨逸流ρ「生藥 を識る」こ とを主 とした．．今後は「生産よ 、，

り淆費 まで 」の 學問と して發展しなければ ならぬ．30 年筋 自分が生藥學に志 した頃 に出た米國

Kraemei の 新ag　Pharmacognosy鴎 「生藥學に於 て は生藥の 産地 か ら輪田港 まで の經路を取扱は

ねば ならぬ 」・とい ふ樣な意味 を序文 IC述べ そあつ て 大に 同轟し， 自分 の 進路に 大なる影響を與へ

た．藥學 も， 生藥學も應用科學で あるか ら， それ 自身の 學問の深 さとい ふ もの は無い が
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ゴ マ と レ モ ン エ ゴ マ 等 の 關係は今後は成分逡傳學的に 檢討しなければ な らぬ ． 生藥の 有効成分含

量檎加の 問題に も同樣の 研究は必す將來貢献をもた らすで あろ う．

　應用科學は基礎學科の綜合 とい ふ處に 重點が ある．勘 ち衆智の綜合ヵ泌 要で ある。 共 の 衆智の

綜合に本誌が役立 つ な らば本慓で ある． 、　　　　　
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　　 ．　 京大歡授， 貝本生藥學會會長
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　日本の醫療界は醫藥品に對 し て從來あ ま りに も化學合成晶）C の み依存 し 期待する と こ ろが 大ぎ

か つ たため に， 戰時中か ら戰後に か けて の 輪入杜絶， 原料拂底と ，
ス ト ッ ク 品の 淆粍は必然に 國

産醫藥晶の 不振を招來する で あ らう こ と が豫想され ， 憂 え られ て ゐ るの で あるが ，
こ こ で 戰時巾

か らも， やか まし く唱 えられた生藥の 重要性が， あ らためて再認識され る に至 つ た こ とは當然の
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